辻々に声を届けて!スポット宣伝例文50　2019・6月18日　日本共産党大阪女性後援会
★ご町内のみなさん、こんにちは。日本共産党の女性後援会です。先日、金融庁が老後資金として夫婦で2000万の蓄えが必要と報告したことが、大問題になっています。自民、公明の「100年安心の年金」はどうなったのでしょう。さて、７月には参議院選挙が行われます。安倍首相は、再び多数を占め、早期に「憲法を変える」と言っています。国民に困難を押し付けるアベ政権。日本共産党は、「くらしに希望を」と3つの提案をしています。日本共産党の政策、考えていることなど、お聞きください。
年金問題
●みなさん、日本共産党の小池晃書記局長が10日の参議院決算委員会で、退職までに2000万円貯金を、とした金融庁の報告書を受け取り拒否した政府に対して「あまりに身勝手で無責任だ」と厳しく批判しました。「政府がやるべきことは、貧しい年金制度の立て直しだ」と迫り、日本共産党は、すべての低年金者にまずは月5000円、年間6万円の年金の底上げを提案しています。生活できる年金制度をめざしていきましょう。
3つのプラン
●日本共産党は、今度の選挙で、くらしに希望の持てる社会にしていきましょうと、3つのプランを出しました。一つは、8時間働けばふつうに暮らせる社会にしていくこと。最低賃金を、いますぐ全国どこでも時給1000円に引き上げ、1500円をめざします。「残業代ゼロ」制度は廃止します。二つ目は、お金の心配なく、学び子育てできる社会にしていくこと。多くの学生が奨学金の返済に苦しんでいます。大学・専門学校の授業料を半額に、また給付制奨学金制度を作ります。待機児童が解消されていないなか、新たに30万人が入れるよう認可保育所を増やします。三つ目は、くらしを支える安心の社会保障にしていくこと。国民健康保険料は公金を投入して大幅値下げ、「減らない年金」を実現しましょう。くらしに希望をもてる政治をご一緒につくっていきましょう。
消費税
· みなさん、１０月から、消費税が10％に増税されようとしています。食料品が次つぎ値上げされ、給料上がらず、年金下がるなかで、10%への引き上げは、消費はさらに落ち込み、くらしはほんとに大変です。日本共産党が提案している「消費税増税に頼らない別の道」では、史上空前のもうけをため込む大企業にせめて中小企業並みの税金を納めてもらうと4兆円、大株主の優遇を正すなどで3.1兆円、税収を増やせるとしています。アメリカからの兵器の爆買いもやめる。税金の集め方と使い方を変えましょう。企業団体献金を受け取らない政党だから、こうした「提案」ができます。参議院選挙では増税中止で頑張る日本共産党を大きくし、たつみコータローを押し上げて下さい。ご一緒に、消費税10％への増税は中止させましょう。
　憲法
· みなさん、今年は憲法ができてから72年です。二度と戦争をしないと憲法9条に明記、世界に誇れる憲法です。アベ首相は来年にも、憲法を変えたいと執念をもやしています。維新は「もっと早くやれ」とけしかけています。日本共産党は、全国32の一人区で、市民と野党の共闘で候補者を一本化し、安倍政権退場を、と頑張っています。党ができて97年、戦前から戦争反対を貫いてきたブレない政党です。ぜひ日本共産党をのばし、選挙区ではたつみコータロー再選していただき、憲法を守り、いかす政治実現しましょう
ジェンダー平等
●みなさん、日本共産党の女性議員は地方議員では過半数を超え、他党と比べ、ダントツに第一党です。
日本共産党は、6月にあらゆる差別をなくし、誰もが大切にされる社会をめざし「個人の尊厳とジェンダー平等のために。差別や分断をなくし、誰もが自分らしく生きられる社会へ、」と提言を発表しました。たつみコータロー参議院議員は、性暴力の根絶へ刑法の抜本改正を求めて、予算委員会でとりあげました。セクハラや性暴力、ＬＧＢＴの差別に勇気をだして声を上げる人たちを孤立させない＃ＭｅＴｏｏ　＃ＷｉｔｈＹｏｕの運動が世界に広がっています。「子どもは3人産むべき」という自民党の国会議員の暴言が問題になりました。産む、産まないは個人の自由です。産みたくても産めない社会を変えていきましょう。戦前から「男女同権」を掲げてきた日本共産党は、これからも、みなさんとご一緒に差別のない社会をめざしていきます。　
カジノ
· みなさん、2025年万博より1年早く、カジノが開業されようとしています。世論調査では70％の
人がカジノは必要ないと答えています。維新の皆さんは、カジノは民間企業が作るから税金は使わないと言いますが、夢洲への鉄道や道路建設の大型開発に3700億円もの税金が使われようとしています。埋め立て地の夢洲は、危険です。カジノには行かない、関係ないと言う人もいますが、カジノ業者の狙いは庶民のふところです。カジノ誘致はまだ決まっていません。今、夢洲には絶滅危惧種の野鳥が多く飛来しています。南港の野鳥園と夢洲を中心に大阪湾の自然再生を進めることができれば、それこそが万博のテーマ「命輝く未来へ」とつながるのではないでしょうか。今度の選挙では、カジノ誘致にキッパリ反対する日本共産党と、選挙区ではたつみコータローにみなさんの思いを託してください。
　
国保の値下げを
●国民健康保険料が高くて払えない。高齢の世帯、シングルマザー、非正規で働く人からも、くらしが大変だという声が聞こえてきます。国保料が払えないから保険証がない。子どもが虫歯になっても、歯医者に連れて行けない。病院にもかかれないなど、健康で文化的な生活が奪われています。今の生活も不安、これから先を考えるともっと不安、そんな社会を変えていきましょう。日本共産党は1兆円の公費負担を増やせば、国保料を下げることはできると提案しています。全国知事会や市長会も、国が補助をだして国保料を下げるべきだと5年前からずっと意見書を出し続けています。軍事費は増え続け、5兆円を越えました。一機116億円もするＦ３５戦闘機の爆買いをやめて国保料を値下げさせましょう。
　参議院選挙
· 7月の参議院選挙では、政党名を書く比例代表と大阪選挙区の二つの投票が行われます。比例は日本共　
産党に、大阪選挙区では現職のたつみコータロー参議院議員が二期目を目指します。たつみ議員は、森友・加計疑惑追及の第一人者です。この5年間、国会で200回の質問でアベ政権と対決してきました。日本共産党は企業団体献金も、政党助成金も、一切受け取っていません。だから企業の実名を上げて国会で追及できます。日本共産党は「しんぶん赤旗」の売り上げと応援して下さるみなさんからのカンパなどで成り立っている政党です。どうか、このクリーンな党を大きくして下さい。
しんぶん赤旗のすすめ
★みなさん、この機会に日本共産党発行の「しんぶん赤旗」をお読みになりませんか。日刊「しんぶん赤旗」、毎週発行の「赤旗日曜版」は全国に100万人を超える読者がいます。月刊「女性のひろば」も読んでみてください。これで日本共産党女性後援会からの訴えとさせていただきます。ありがとうございました。
＊最初に★マークからスタートし、テーマ別の●はいくつかを選び、最後の★マークでしめてください　　











